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令和６年度北空知衛生センター組合会計歳入歳出決算の審査意見について 

 

地方自治法第２９２条において準用する同法第２３３条第２項の規定により

審査に付された標記について、別紙のとおり意見を提出します。 
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令和６年度北空知衛生センター組合会計歳入歳出決算審査意見 

○ 審査の概要 

１．審査の対象 

令和６年度北空知衛生センター組合会計歳入歳出決算 

決算附属書類 

歳入歳出決算事項別明細書 

実質収支に関する調書 

   財産に関する調書 

     

２．審査の期日 

令和７年９月２９日 

 

３．審査の方法 

決算審査に当たっては、審査に付された北空知衛生センター組合会計歳入歳出決

算及び事項別明細書等の決算附属書類が関係法令に準拠して調製されているか、そ

の計数に誤りがないかなどを検証するため、北空知衛生センター組合監査委員規程第

２条で規定する監査基準（深川市監査基準を準用する。）に基づき、北空知衛生センタ

ー組合監査計画に定めた決算審査の着眼点に沿って関係書類との照合等を実施する

とともに、関係職員から事業内容及び決算の概要等の聴取や資料の提出を求め、財政

的見地から計数を分析し推移の把握に努め審査を実施した。 

なお、現金・預金及び支出証票書類の確認については、例月出納検査及び定期監

査において実施したので、その結果を踏まえ審査した。 

 

〇 審査の結果 

決算書及び決算附属書類は、法令に規定された様式に準拠して作成されており、

決算書等に表示された計数は関係諸帳簿及び証書類等により照合した結果、その係

数は正確であり、予算の執行状況についても良好であると認められた。  

なお、審査の対象となった会計の決算の状況等は以下のとおりである。 
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（注） 

1. 文中及び各表中の金額を千円単位で表した場合は、原則として単位未満を四

捨五入している。 

2. 文中及び各表中の比率等の用法は、次のとおりである。 

 比率（％）...... 原則、少数点以下第２位を四捨五入している。 

 「0.0」 ........ 該当数値はあるが、0.05％未満のもの。 

 「―」.......... 該当数値なし、算出不能又は無意味なもの。 

 「△」.......... 減少、収支不足又は科目廃止 

 「皆増」........ 前年度に数値がなく全額増加したもの。 

 「皆減」........ 該当年度に数値がなく全額減少したもの。 

3. 上記のように処理した結果、文中及び各表の数値の合計・差引・増減は一致

しない場合がある。 
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令和６年度北空知衛生センター組合会計 

 

１．事業の概要 

北空知衛生センター組合へのごみの搬入量は 8,454t（前年度 8,600t）で前年度に

比べ 146t 減少、し尿処理の収集量は 5,550 ㎘（同 5,516 ㎘）で前年度に比べ 34 ㎘増

加、火葬場の使用状況は 595 件（同 577 件）で前年度に比べ 18 件増加となっている。 
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２．予算の執行状況 

令和６年度決算は、歳入 1,428,051 千円（執行率 100.4％）、歳出 1,405,253 千円

（同 98.8％）で、22,798 千円の剰余を生じ、実質収支額は同額となっている。また、

前年度実質収支額 19,408 千円を除いた単年度収支額は 3,390 千円の剰余となってい

る。 

 

歳入歳出年度別決算状況 

 令和６年度 
（千円） 

令和５年度 
（千円） 

前年度比較 

増減額（千円） 増減率（％）

歳 入 決 算 額 1,428,051 706,515 721,536 102.1 

歳 出 決 算 額 1,405,253 687,107 718,146 104.5 

歳 入 歳 出 差 引 額 22,798 19,408 3,390 17.5 

翌年度へ繰越すべき財源 0 0 - - 

実 質 収 支 額 22,798 19,408 3,390 17.5 

単 年 度 収 支 額 3,390 △5,948 - - 

 

（１）歳 入 

予算現額 1,422,759 千円に対し、調定額及び収入済額とも同額の 1,428,051 千円

で、予算に対して 5,292 千円増加となっている。 

収入済額を前年度と比較すると、721,536 千円、102.1％の増加となり、その内訳

は、使用料及び手数料 51 千円（増減率△0.1％）、繰越金 5,948 千円（同△23.5％）、

諸収入 1,956 千円（同△48.3％）の減少に対し、分担金及び負担金 692,871 千円（同

155.7％）、財産収入 3,736 千円（同 13.1％）、繰入金 28,283 千円（皆増）、道支出

金 4,600 千円（同 4.4％）の増加となっている。 

 

（２）歳 出 

予算現額 1,422,759 千円に対し、支出済額 1,405,253 千円で、不用額は 17,506

千円となっている。 

支出済額を前年度と比較すると、718,146 千円、104.5％の増加となり、その内訳

は、諸支出金 15,327 千円（増減率△26.7％）の減少に対し、議会費 20 千円（同

3.9％）、総務費 1,440 千円（同 4.3％）、衛生費 732,013 千円（同 122.9％）の増加

となっている。 

 

 



- 5 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．審査意見 

北空知衛生センター組合では、構成市町（深川市・妹背牛町・秩父別町・北竜町・

沼田町）の住民が、より快適で住みよい生活環境を保持するため、ごみ処理施設・し

尿処理施設及び葬斎場の管理運営を行っている。 

令和６年度は、8,454ｔのごみ処理業務（１ｔ当たりの経費は 49,406 円）、5,550 ㎘

の し尿処理業務（１㎘当たりの経費は 27,965 円）、595 件の火葬業務（１件当たり

の経費は 69,808 円）を行っている。 

これらの業務の実施により、令和６年度決算は、歳入 1,428,051 千円で、前年度に

比べ 721,536 千円、102.1％の増加、歳出 1,405,253 千円で、前年度に比べ 718,146

千円、104.5％増加している。歳入が歳出を上回っていることから、22,798 千円の剰

余を生じ、実質収支額は同額となっている。また、前年度実質収支額 19,408 千円を

除いた単年度収支額は 3,390 千円の剰余となっている。 

ごみ処理及びし尿（汚泥再生）処理施設においては、機器の保守点検や修繕を随時

行い稼働しているが、施設は供用開始から 20 年以上が経過しており、施設の老朽化

が懸念されるところである。施設や機器の修繕等には、多額の費用を要することが予

測されることから、長期的なビジョンのもとで計画的かつ効果的な施設の維持管理を

行うため、施設の長寿命化計画を策定するなど、施設の安全な管理運営に努めていた

だきたい。 

また、葬斎場が計画どおり令和７年４月から供用開始されている。故人と遺族の尊

厳を守りつつ、プライバシー保護と利便性を両立させ、心安らかに最後のお別れがで

きる施設として、利用者に寄り添ったサービスが提供されるよう望むものである。 

最後に不適切会計処理事案について申し上げる。令和６年４月に発覚した本事案に

ついては、同年 10 月に構成市町職員及び弁護士によって組織された調査委員会から、
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契約事務を経ずに仮発注により 28 件、約 7,450 万円の修繕工事等が施工されていた

ことが公表され、第３回組合議会臨時会において、施工した事業者に対し同組合が損

害賠償の責を負うことが可決されたものである。 

本件について監査委員は、令和６年度分定期監査及び決算審査を実施し、賠償金と

して支払われた修繕工事等については、適切に支払処理されたことを確認した。契約

事務を経ずに修繕工事等が施工された本件については、同組合が準用する深川市財務

規則等の規定に反する不適切な事務処理であることを認識し、このような事案が二度

と起こらないよう、限られた職員体制の中であっても業務のマニュアル化やチエック

体制の強化など、調査委員会から提言のあった再発防止策を着実に進め、地域住民の

信頼回復に努めていただきたい。 



歳　入 （単位：円）

当初予算額 補正予算額 合　計
構成
比率
(％)

収入済額
構成
比率
(％)

分担金及び負担金 1,200,777,000 △ 62,796,000 1,137,981,000 80.0 1,137,981,000 79.7 0 100.0

使用料及び手数料 97,707,000 97,707,000 6.9 98,951,860 6.9 1,244,860 101.3

財 産 収 入 25,010,000 9,007,000 34,017,000 2.4 32,330,500 2.3 △ 1,686,500 95.0

繰 入 金 5,000,000 28,283,000 33,283,000 2.3 28,283,000 2.0 △ 5,000,000 85.0

繰 越 金 3,000 10,065,000 10,068,000 0.7 19,408,220 1.4 9,340,220 192.8

諸 収 入 703,000 703,000 0.0 2,096,668 0.1 1,393,668 298.2

道 支 出 金 0 109,000,000 109,000,000 7.7 109,000,000 7.6 0 100.0

合 計 1,329,200,000 93,559,000 1,422,759,000 100.0 1,428,051,248 100.0 0 0 5,292,248 100.4

歳　出 （単位：円）

当初予算額 補正予算額
予備費支出額
及び流用増減

額
合　計

構成
比率
(％)

支出済額
構成
比率
(％)

議 会 費 560,000 560,000 0.0 527,799 0.0 32,201 94.2

総 務 費 36,721,000 363,000 37,084,000 2.6 35,047,838 2.5 2,036,162 94.5

衛 生 費 1,266,819,000 74,487,000 1,341,306,000 94.3 1,327,686,349 94.5 13,619,651 99.0

公 債 費 24,000 24,000 0.0 0 0.0 24,000 0.0

諸 支 出 金 25,004,000 18,709,000 43,713,000 3.1 41,990,887 3.0 1,722,113 96.1

予 備 費 72,000 72,000 0.0 0 0.0 72,000 0.0

合 計 1,329,200,000 93,559,000 0 1,422,759,000 100.0 1,405,252,873 100.0 17,506,127 98.8

－
 
7
 
－

予 算 現 額

予 算 現 額

0

決 算 額

予 算 執 行 状 況

決 算 額

継続費逓次繰越
繰越明許費
事故繰越

継続費及び繰
越事業費繰越
財源充当額

対予算増減 執行率
(％)

備考

不用額 備考執行率
(％)

不納欠
損額

収入未
済額

0

翌年度繰越額


